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児童施設での感染拡大防止対応（再徹底）

○ 施設と職員の対応

１ 保育士等及び利用児童の室内での物理的距離の確保

２ 遊具等のこまめな消毒など基本的対策の実施

３ 感染リスクの高い活動の回避

・ 外遊びの時間はクラスごとに実施

・ 他クラスとの接触の低減

・ 少人数に分割しての保育

・ 大人数での行事の自粛

・ 保護者参加の行事の見合わせ



児童施設での感染拡大防止対応（再徹底）

○ 施設と職員の対応

４ マスクは、原則として不織布を使用

・ 発育状況等から、無理なく可能な範囲で一時的に着用を推奨。

（満２歳未満児には推奨しない）

５ マスクをはずす食事時には、特段の工夫を実施

・ 黙食の徹底、パーテーションの設置、時間をずらした喫食、

座席配置の工夫

・ 同一方向を向いての喫食

６ 窓の常時開放や扇風機の併用などによる換気の徹底



児童施設での感染拡大防止対応（再徹底）

○ 施設と職員の対応

７ 職員の出勤前の検温の徹底

８ 発熱や風邪の症状がある場合には、出勤を控え速やかに

かかりつけ医等を受診

９ 児童の欠席理由が発熱、鼻水、のどの痛み等の場合

⇒ 受診予定を確認



○ 保護者の対応

１ 毎日の児童及び家族の健康観察

・ 登園前に児童を検温し記録

・ 児童に発熱等の症状がある場合、登園の自粛

・ 家族に発熱等の症状がある場合、登園の自粛

２ 家族に感染者の濃厚接触者や接触者がいる場合や

ＰＣＲ検査または抗原検査を受ける方がいる場合

⇒ 必ず保育所等へ連絡

児童施設での感染拡大防止対応（再徹底）



○ 保護者の対応

３ 家庭内の手洗い、換気などの感染予防

４ 感染拡大地域への不要不急の往来自粛

５ 家族や普段一緒にいる人以外との会食の自粛

６ 感染対策が行われていない飲食店の利用の自粛

児童施設での感染拡大防止対応（再徹底）



○ 学校生活での感染症対策（市内の感染レベル「レベル３」対応）

１ 感染リスクの高い学習活動の停止

２ 学校内の感染リスクの低減

・ 二酸化炭素濃度測定器を活用した換気の徹底

・ 咳エチケットや手洗いの徹底

３ 部活動における感染症対策

・ 感染リスクの高い活動を除き、個人や少人数での短時間の

活動

・ 他校との練習試合や合同練習会の停止

学校での感染拡大防止対応（再徹底）



○ 学校生活での感染症対策（市内の感染レベル「レベル３」対応）

４ 健康観察の徹底

・ 健康観察アプリを活用し、登校前の検温や健康観察の徹底

・ 教職員の健康観察の徹底

５ 給食時の感染予防

・ 同じ方向を向いての黙食の徹底

・ 食後の会話時におけるマスク着用の指導

６ 差別偏見防止のための指導の徹底

学校での感染拡大防止対応（再徹底）



○ 職員の情報共有

１ 教職員の情報共有

⑴ 養護教諭間での事例共有

各学校での取組を、教職員ポータルサイトを使って全ての

学校で共有

⑵ 学校保健委員会での活動

・ 児童生徒、保護者及び教職員を対象として、学校医の助言

を踏まえた感染症対策の実践

・ 保健便りの発信による家庭への啓発

学校での感染拡大防止対応（再徹底）



○ 職員の情報共有

２ 学校間の情報共有

⑴ 校長会における情報共有

⑵ クラスター発生校等の聞き取りによる感染症対策上の課題と

対策を、全ての学校で共有

３ 保護者への情報共有

⑴ 各学校による感染症対策の取組みを発信（学校便り、ホーム

ページ等）

⑵ 教育委員会作成の「保護者の皆様へ」の配付

学校での感染拡大防止対応（再徹底）



高齢者の皆様を感染拡大から守るための対応（再徹底）

〇 感染対策が十分に出来ない方もおり、介護で接触が必要となることから、ウイルスが

持ち込まれると感染拡大する恐れがある

⇒ かぜの症状など、体調不良時には、施設等を利用しないで、速やかに医療機関を受診

してください。

ご家族に体調不良の方やPCR検査を受ける又は受けた方がいる場合も、施設等は利用し

ないでください。

２ 高齢者施設等に持ち込まない

１ うつらない、うつさない

〇 高齢者が感染すると重症化するリスクが高い

⇒ 高齢者の方はご自身の身を守るため、混雑する場所等、感染リスクの高い場所への

外出を控えてください。

⇒ 高齢者ご自身だけでなく、高齢者と接する方も、日ごろから基本的な感染防止対策

の徹底をお願いします。（マスクの正しい着用、近距離での会話を避けるなど）



高齢者の皆様を感染拡大から守るための対応（再徹底）

３ 施設での感染を広げないための市の対応

〇 施設内で感染が広がると、他の利用者や施設スタッフの家族にも感染が拡大する恐れ

がある

⇒ 高齢者施設等で感染が判明した場合、速やかに施設の従事者・利用者に、ＰＣＲ検査

を行っています。

また、感染管理認定看護師（ＩＣＮ）を派遣し、施設内のゾーニングなどの感染拡大

防止措置に係る助言・指導等を行っています。



新型コロナウイルスワクチン ３回目接種について

1

感染した際の発症予防、重症化予防に効果があります。2
感染予防にも一定の効果が期待できます。

3

2回目接種から6か月以上経過している方が接種できます。4
重症化しやすい高齢者や、アレルギーをお持ちの方、乳幼児などの
ワクチン接種ができない方に感染を広げるリスクを減らすためにも

早めの接種をお願いします。

2/7～13の全国の陽性者のワクチン接種状況は、未接種が約46.6％、2回接種済が約39.8％、不明が13.6％。
全国のワクチン未接種者が約20％であることを勘案すると、「未接種者⇒感染のリスクが高い」、「ワクチン接種⇒
感染予防に一定の効果がある」と言える。 [出典：令和4年2月24日 新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード資料]

「ファイザー➡ファイザー➡モデルナ」は、抗体価の上昇が「大」。



新型コロナウイルスワクチン 小児（5-11歳）接種について

１ 接種券の発送
２月22日（火） １１歳、10歳、小児慢性特定疾病受給者証をお持ちの方へ発送（約5,000人）
２月28日（月） ９歳の方へ発送（約2,400人）
３月 ２日（水） ８歳の方へ発送（約2,500人）
※ ７歳以下の小児の方へは、予約状況等を見極めながら順次発送します。

２ 接種開始
⑴ 個別接種（病院・診療所） ３月 ７日（月）から 25の医療機関のうち、接種体制が整った医療機関より開始
⑵ 集団接種（いわきグリーンベース） ３月12日（土）から （土・日のみ運営）
※ 接種対象者には接種券と併せて接種可能な医療機関一覧をお送りします。

接種スケジュール

・ 家庭内感染の多いオミクロン株の収束に向けて大きな要素になります。
・ 安心して学校行事に参加できます。

厚生労働省では、特に基礎疾患を有する小児の方は、新型コロナウイルスに感染すると重症化するリスクが高い
といわれていることから、接種を推奨しています。

・ 家庭内感染の多いオミクロン株の収束に向けて大きな要素になります。
・ 安心して学校行事に参加できるメリットがあります。

堀内ワクチン接種推進担当大臣 ３/１ 発言より



まん延防止等重点措置が終了
令和４年１月27日（木）～３月６日（日） 39日間

31都道府県のうち、福島県を含む13県で終了



市独自の取り組み
開始します



いわき市新型コロナ感染拡大防止のための集中対策期間

取り組み❶





いわき市新型コロナ感染拡大防止のための集中対策期間

取り組み❷

❶時短要請期間の協力金
❷中小事業者のための一時金
❸事業復活支援金
は既に一部手続きが開始されていますので、
お忘れないようお願いします。



【市の対応】

①公共施設の利用制限 ➡ 同期間延長（別紙のとおり）

②非常時優先業務体制 ➡ 同期間延長

いわき市新型コロナ感染拡大防止のための集中対策期間

取り組み❸


